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INTERNATIONAL BUDO MAN ASSOCIATION

IBMA 団体・道場
連携・加盟申請フォーム

記入方法・記入例

IBMA協力団体・協力道場への連携申請／
IBMA極真会館への加盟申請

最初にご確認ください

本フォームはIBMAおよびIBMA極真会館の共通申請フォームです。ただし、1回の送信につき申請区分は1つだけ選
択します。IBMAへの連携申請とIBMA極真会館への加盟申請の両方を希望する場合は、同じフォームを2回に分けて
送信してください。

この案内では、架空の団体「青空武道クラブ」を例に、各項目へ何を、どの程度まで記入すればよいかを説明しま
す。実際の団体名、人数、資格、活動実績等に置き換えてご記入ください。

対象 団体・道場の代表者または申請担当者

形式 ウェブ申請フォーム用の記入ガイド

作成日 2026年8月27日
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1. 申請を始める前に
申請前に、希望する制度と提出できる資料を確認してください。入力途中で内容が分からなくならないよう、団体
情報、代表者情報、指導者資格、安全管理資料を手元にそろえてから始めると確実です。

申請区分の選び方

申請区分 この区分を選ぶ場合 重要な点

1. IBMA協力団体・協力道場への連携申請 武道種目や流派を問わず、IBMAと教育・研
究・人材育成・国際交流等で協力したい団
体・道場

IBMAについては、団体・道場に対して
「加盟」という表現は使いません。「連
携申請」または「協力認定」です。

2. IBMA極真会館への加盟申請 極真空手系の団体・道場として、IBMA極真
会館のネットワークへ参加したい場合

団体・道場の独立性を保ちながら加盟を
申請します。

3. IBMA極真会館への加盟申請＋将来の公
認希望

まず加盟し、活動実績と体制を整えた後に、
公認団体・公認道場を目指したい場合

この選択だけで公認申請や公認決定には
なりません。公認は加盟後に別途申請・
審査します。

両方を希望する場合の送信例

1回目: 「IBMA協力団体・協力道場への連携申請」を選び送信します。
2回目: 「IBMA極真会館への加盟申請」または「加盟申請＋将来の公認希望」を選び、もう一度送信します。

事前に準備するもの
□ 団体・道場の正式名称、日本語表記、英語表記、所在地、設立年月

□ 代表者と連絡担当者の氏名、役職、電話番号、メールアドレス

□ 会員・道場生数、道場・支部数、活動頻度、主な活動内容

□ 代表者・指導者の武道歴、段位、指導者資格を確認できる資料

□ 安全管理責任者、スポーツ保険、事故・負傷時の連絡・対応方法

□ 添付資料。対応形式はPDF、JPEG、PNG、DOCX、各ファイル3MB以内

入力の基本

分からない欄を無理に推測して書かず、「確認中」「申請後に提出予定」「該当なし」と記入してください。空欄
だけでは、記入漏れなのか該当しないのか判断できません。



IBMA 団体・道場 連携・加盟申請フォーム 記入方法

2026年8月版 - 記入例はすべて架空です 3

2. 団体・道場の基本情報の記入例
以下は架空の団体を使った記入例です。実際の登録・活動状況に合わせて置き換えてください。

フォームの項目 記入例 記入上の注意

団体・道場名（日本語） 青空武道クラブ 通称ではなく、対外的に使用している正
式名称を記入します。

団体・道場名（英語） Aozora Budo Club ウェブサイトや証書で使用する表記に統
一します。未定の場合は「確認中」と記
入します。

運営形態 任意団体 「個人」「任意団体」「法人」「その他」
から実態に合うものを選びます。

所在地 〒100-0000 東京都〇〇区国際町1-2-3 〇〇会館内 郵便物を受け取れる住所を記入します。
活動会場と異なる場合は、活動地域・会
場欄で説明します。

設立年月 2018年4月 正確な日が不明でも、年月まで記入しま
す。

活動地域・会場 東京都〇〇区。〇〇会館武道場で毎週稽古 市区町村、主な施設名、活動範囲が分か
るように書きます。

会員・道場生数 合計36名（成人18名／少年18名） おおよその人数ではなく、申請時点の在
籍数を基本とします。

道場・支部数 1か所 複数ある場合は名称と所在地を別資料に
まとめても構いません。

電話番号・メール 03-0000-0000／office@example.jp 審査・追加資料の連絡を確実に受けられ
る連絡先を記入します。

ウェブサイト・SNS https://example.jp／Facebook: @example 公開中のページのみ記入します。ない場
合は「なし」です。

3. 代表者・連絡担当者の記入例

フォームの項目 記入例 記入上の注意

代表者氏名・役職 山田 太郎／代表 団体の運営上の代表者を記入します。

主な段位・資格 空手道四段（〇〇会認定）、普通救命講習修了 段位・資格名だけでなく、認定・発行主
体も併記します。

主な武道歴・指導歴 1995年に空手を開始。2010年から指導。少年部・一般
部を担当。

開始年、指導開始年、主な担当や実績を
簡潔に書きます。

連絡担当者 佐藤 花子／事務局担当 代表者と同じ場合は「代表者と同じ」と
記入します。

担当者連絡先 090-0000-0000／contact@example.jp 日中に連絡可能な番号と、受信確認でき
るメールを記入します。
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4. 活動概要・申請目的の記入例

フォームの項目 記入例 記入上の注意

主な活動内容 少年・一般を対象とする空手指導、基本・型・組手・
安全教育、地域交流稽古会

対象者と、実際に行っている内容を具体
的に記入します。

流派・系統 極真空手を基礎とする独立道場 不明確な場合は、代表者が学んだ系統や
現在の指導内容を説明します。

稽古・活動頻度 週3回。少年部2回、一般部2回。月1回合同稽古。 曜日だけでなく、週・月あたりの回数も
示します。

申請目的・理由 武道教育と安全な指導体制を充実させ、他団体との交
流や指導者研修に参加するため。

「交流したい」だけでなく、何を改善・
発展させたいかを書きます。

IBMAに期待すること 指導者研修、教材の活用、国内外の団体との交流機会 希望する支援や連携を具体的に挙げます。

IBMAへ協力できること 地域講習会への会場提供、青少年育成活動への協力、
活動報告の共有

団体側から提供できる協力内容を書きま
す。

希望する連携分野 武道教育、指導者育成、国際交流、情報発信 複数選択できます。選んだ分野と申請理
由の内容を対応させます。

文章欄の書き方

分かりやすい記入例

「当道場では少年部と一般部を週3回指導しています。指導者研修と安全管理体制を充実させ、地域の青少年育成
および国内外の武道交流に参加するため、申請します。」

避けたい記入例

「IBMAに興味があるため」「発展のため」だけでは、希望する連携内容が伝わりません。現在の活動、申請の目的、
希望する取り組みを1つずつ入れてください。

5. IBMAとの連絡・会員体制の記入例

フォームの項目 記入例 記入上の注意

IBMA正会員 入会手続き予定 「在籍」「入会手続き予定」「相談・確
認中」「該当なし」から、申請時点の状
況を選びます。

氏名・会員番号 山田 太郎／入会手続き中 会員番号が未発行なら、空欄にせず状況
を記入します。

団体内での役割 代表者兼IBMA連絡責任者 IBMAからの連絡を受け、団体内で共有
できる人を明確にします。

未在籍の場合の予定 申請後1か月以内を目安に正会員入会手続きを行う予定 予定時期と対象者を具体的に記入します。
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IBMA極真会館への加盟申請の場合

代表者またはIBMA連絡責任者として、原則1名以上のIBMA正会員を置きます。申請時点で不在の場合は、「入会手
続き予定」等を選び、体制整備の予定を書いてください。

6. IBMA極真会館への加盟確認の記入例
この区分は、「IBMA極真会館への加盟申請」または「加盟申請＋将来の公認希望」を選んだ場合に記入します。
IBMA協力団体・協力道場への連携申請だけの場合は、表示されなければ記入不要です。表示される場合は「該当な
し」としてください。

フォームの項目 記入例 記入上の注意

現在の流派・団体名 青空武道クラブ（独立道場） 現在所属している団体があれば正式名称
を書きます。独立の場合も明記します。

極真空手との系統・関係 代表者が極真空手系道場で修練・指導した経験を有し、
現在は独立して活動

いつ、どのように学んだか、現在の関係
が分かるように書きます。必要に応じて
別紙を添付します。

代表者の段位・資格 空手道四段（〇〇会認定、2015年取得） 段位、認定団体、取得年を記入し、確認
資料を添付します。

主な指導内容 基本、移動、型、組手、体力、安全教育 実際に教えている内容を列挙します。

段級位制度 あり／認定・発行主体: 青空武道クラブ 独自発行か、他団体の認定かを明確にし
ます。

他団体への加盟状況 なし 加盟中の場合は団体名と関係を記入しま
す。隠さず申告してください。

6-1. 主な指導者・資格者

フォームの項目 記入例 記入上の注意

指導者1 山田 太郎／代表／空手道四段／主任指導 氏名、役職、段位、指導者資格・担当を
1人ずつ記入します。

指導者2 鈴木 一郎／指導員／空手道二段／少年部補佐 段位・資格資料を添付できる人を優先し
て記入します。

資格者の配置 公認指導員: 確認中／公認三段以上: 1名配置 実際に要件を満たすか不明な場合は「確
認中」を選びます。

不足時の整備計画 代表者が指定研修を受講し、資格取得まで外部指導者
の助言を受ける予定

誰が、何を、いつまでに整備するかを書
きます。

外部指導・監督 相談したい 未配置資格がある場合は、支援希望を明
確にします。

資格が不足している場合

未配置であることだけを理由に、事実と異なる資格を記入してはいけません。現在の状況と整備計画を正確に記入
してください。計画や監督体制により、条件付き加盟が検討される場合があります。
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6-2. 安全管理の記入例

フォームの項目 記入例 記入上の注意

安全管理責任者 佐藤 花子／事務局・安全管理担当 事故時に実際に連絡・判断できる責任者
を記入します。

スポーツ保険等 加入済み／スポーツ安全保険 保険名と加入状況を書き、確認資料があ
れば添付します。

事故・負傷時の対応 稽古を中止し応急処置。緊急時は119番通報、保護者・
家族へ連絡し、事故記録を作成。

応急処置、救急要請、家族連絡、記録、
再発防止まで簡潔に示します。

救急用品・連絡体制 救急箱、AED設置場所、緊急連絡先一覧を毎月確認 設備と連絡体制の両方を書きます。

未成年者への配慮 保護者同意、見学可能、指導者と児童が密室で1対1に
ならない運用

安全と適切な指導環境のための具体策を
記入します。

ハラスメント防止 相談窓口を設置し、指導者行動基準を共有 規程があれば添付資料に含めます。

重大事故・処分等 なし 該当がある場合は、時期、概要、対応、
再発防止策を説明します。

7. 将来の公認希望の記入例
この区分は「IBMA極真会館への加盟申請＋将来の公認希望」を選んだ場合だけ記入します。これは公認申請ではあ
りません。

フォームの項目 記入例 記入上の注意

希望する公認区分 公認道場 複数の道場・支部を統括する場合は「公
認団体」、単独道場は「公認道場」です。
不明なら「未定・相談したい」を選びま
す。

希望理由・整備計画 安全管理・指導者資格・活動報告の体制を整え、地域
で信頼される公認道場を目指す。代表者研修と年次活
動報告を実施予定。

理念だけでなく、整備する項目と行動を
書きます。

希望時期 時期未定 公認時期は活動実績と別途審査によるた
め、確定していなければ「未定」としま
す。

IBMAに希望する支援 指導者研修、安全管理体制の確認、公認要件に関する
助言

公認に向けて必要な支援を具体的に記入
します。

加盟と公認は別の段階です

将来の公認希望を記入しても、公認が予約・決定されるわけではありません。加盟後の活動実績、指導体制、安全
管理、資格者配置等を整えた後、別途の公認申請と審査が必要です。
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8. 添付書類の準備
申請内容を確認できる資料を添付します。すべてを一度に提出できない場合は、提出予定または不足理由を記入し
てください。各ファイルはPDF、JPEG、PNG、DOCXのいずれかとし、3MB以内にします。

フォームの項目 記入例 記入上の注意

団体・道場の概要資料 団体紹介、活動方針、所在地、連絡先をまとめたPDF ウェブサイトがある場合も、主要情報を
1資料にまとめると確認しやすくなりま
す。

代表者の経歴・資格資料 武道歴・指導歴をまとめた経歴書、段位証書の写し 証書は氏名、段位、発行団体、発行日が
読める状態にします。

指導者名簿 氏名、役職、担当、段位・資格を一覧にした資料 個人情報は申請に必要な範囲に限定しま
す。

規約・会則等 団体規約、道場会則、指導者行動基準 作成していない場合は無理に添付せず、
「未作成」と記入します。

活動実績 稽古・講習会・大会・地域活動の記録や写真 写真だけでなく、実施日と内容の説明を
付けます。

安全管理資料 事故対応手順、緊急連絡体制、保険加入証明 申請フォームに書いた内容と一致させま
す。

分かりやすいファイル名の例
□ 01_青空武道クラブ_団体概要.pdf

□ 02_代表者_経歴・段位資料.pdf

□ 03_指導者名簿.pdf

□ 04_規約・安全管理.pdf

□ 05_活動実績.pdf

ファイルが3MBを超える場合

写真の解像度を下げる、不要な余白を削る、資料を分けるなどの方法で容量を調整してください。文字や証書番号
が読めなくなるほど圧縮しないでください。

9. 確認・同意欄
内容を読んだうえで、該当する同意欄すべてにチェックします。主な確認内容は次のとおりです。

□ 申請内容と添付資料に事実と異なる記載がないこと

□ IBMAおよびIBMA極真会館の理念・規程、武道倫理、法令、安全管理を遵守すること

□ 審査に必要な追加資料、照会、面談に協力すること

□ フォームを送信しただけでは、連携認定・加盟・公認は成立しないこと

□ 審査により、区分変更、条件付き加盟、段階的な体制整備が提案される場合があること

□ 費用について正式な案内を確認後、必要な手続きを行うこと

□ 個人情報・団体情報が審査、連絡、登録管理、制度運営に利用されること



IBMA 団体・道場 連携・加盟申請フォーム 記入方法

2026年8月版 - 記入例はすべて架空です 8

10. 申請区分別の記入範囲

フォーム区分 IBMA連携申請 極真会館加盟 加盟＋将来公認

基本情報・代表者・活動概要 記入 記入 記入

IBMA会員・連絡体制 記入 記入 記入

IBMA極真会館への加盟確認 原則不要 記入 記入

指導者・資格者、安全管理 必要に応じて 記入 記入

将来の公認希望 不要 不要 記入

添付書類・同意 記入・添付 記入・添付 記入・添付

11. よくある記入ミス

よくあるミス 正しい考え方 対処

両方の申請を1回で行う 1回につき1区分です。IBMA連携と極真会館加盟の両方
を希望する場合は2回送信します。

送信前に選択区分を再確認します。

IBMAへの団体加盟と書く 団体・道場については「IBMA協力団体・協力道場への連
携申請」です。

IBMA極真会館についてのみ「加盟」
を使います。

未回答欄を空白にする 「該当なし」「確認中」「後日提出予定」等を記入しま
す。

事務局が記入漏れと判断しないよ
うにします。

段位・資格の発行元を書かない 資格名に加え、認定・発行団体と取得年を記入します。 確認資料の内容と一致させます。

公認希望を公認申請と誤解する 将来の公認希望は意向確認です。公認は加盟後に別途申
請・審査します。

案内文と規程を確認します。

送信した時点で加盟成立と考える 送信は申請受付です。審査結果の通知と所定手続きの完
了後に効力が生じます。

自動返信メールを保管します。

送信後について

送信後、自動返信メールが届いたことを確認してください。届かない場合は迷惑メールフォルダを確認し、入力し
たメールアドレスに誤りがないか見直してください。追加資料や面談の依頼が届いた場合は、案内に従って対応し
ます。
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12. 送信前の最終チェック
送信ボタンを押す前に、次の項目を上から順に確認してください。

□ 申請区分を1つだけ選択している

□ IBMA連携とIBMA極真会館加盟の両方を希望する場合、2回に分けて送信することを理解している

□ 団体・道場の正式名称、所在地、連絡先に誤りがない

□ 代表者と連絡担当者の氏名・メールアドレスが正しい

□ 会員数、活動頻度、段位・資格等が申請時点の事実と一致している

□ IBMA正会員の状況または入会予定を記入している

□ IBMA極真会館への加盟申請では、流派・系統、指導者、安全管理を記入している

□ 将来の公認希望は公認申請ではないことを理解している

□ 必要な添付資料を準備し、各ファイルが3MB以内である

□ 添付できない資料について、提出予定または不足理由を記入している

□ 同意事項をすべて読み、必要なチェックを入れている

□ 送信後に自動返信メールを確認・保管する

最後に

申請内容は、良く見せることよりも、現在の状況を正確に伝えることが重要です。不足する体制や資格がある場合
も、その事実と今後の整備計画を具体的に記入してください。

ウェブページ掲載用の短い案内文

そのまま掲載できる文章

申請フォームへ入力する前に、本ページの記入方法と記入例をご確認ください。本フォームはIBMAおよびIBMA極
真会館の共通フォームですが、1回の送信につき申請区分は1つです。IBMA協力団体・協力道場への連携申請と、
IBMA極真会館への加盟申請の両方を希望する場合は、フォームを2回に分けて送信してください。分からない項目
は空欄にせず、「該当なし」「確認中」「後日提出予定」等と記入してください。

注記: 本案内と申請フォームの表示内容に相違がある場合は、申請時点でウェブフォームに表示される項目と最新の規程・案内を優先し
てください。



